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もちろん日本語で考えを深めよう 国語の学び－メディア・言葉・対話を通して－ 
 

国語の授業では、各学年でそれぞれのねらい

に応じた学習に取り組んでいます。今回は、小学

部６年生、中学部１年生、中学部２年生の授業の

様子をご紹介します。 

まず、小学部６年生は「デジタル機器とわたし

たち」という単元で、デジタル機器の良いところと

悪いところを付箋に書き出しながら、グループで

話し合う活動を行いました。友だちの意見に耳を

傾け、自分とは異なる視点に触れることで、考えを広げたり深めたりしながら、改善策を導き出そうとします。グループで司

会者などを決めながら進めました。さてさて、うまく話し合いは進んだかな？ 

続いて、中学部１年生は「比喩で広がる言葉の

世界」という単元で、比喩とは何か、また比喩を使

うことでどのような効果が生まれるのかについて

学びました。身近な表現を例にしながら、言葉の奥

深さやおもしろさを実感している生徒もいました。

やはり、中学部学習となると使う言葉や表現もずっ

と難しくなってきますね。 

そして、最後は中学部２年生です。「メディアの

特徴を生かして情報を集めよう」という単元で、台風に関する様々なメディアの情報発信のしかたを比較しながら、それぞ

れの特徴を踏まえてどのように情報を集め、読み取ればよいかを考えました。情報があふれる現代だからこそ、必要な力を

育む大切な学習です。特に、近年はメディアの多

様化が急速に進み、何が真実なのか、誰がどのよ

うに発信したのかなどなど、一人一人が自分事と

して考えなければならない課題が増えてきている

ように思います。生徒たちはこの学習をどのように

受け止めてくれたでしょうか。 

このように、学年は違っても、いずれも「自分で

考え、友だちと意見を交わしながら理解を深める」

という共通した学びが各学年で展開されていま

す。これからも日本語で考え、日本語を聴き、日本語で話す学習、さらに自分事として主体的に学ぶ学習活動を大切にして

いきたいです。 

ベゴニア
～「わかった」「できた」「来てよかった」 

の思いがあふれる補習校

【今後の予定】 
 

 
 
 
 

HP上は非公開 
 
 
 
 
 

【PTA図書委員さんからのお知らせ】 
 

〇〇/〇（〇）図書室は閉室します。図書の貸し出しもあ

りません。 

〇〇/〇（〇）夏休み中の図書の貸し出しを行います。 

 ・開室時間は 9:30～12:30 

・１人につき図書５冊まで 

・コミック及び DVDは各３点まで 

・返却期限〇/〇（〇）夏休み明け最初の登校日 


